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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

 

 

上野原市長　江口英雄

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
23
年
の
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
先
だ
ち
、
昨
年
は
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
上
野
原
市
長
の
重
責
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
し
た
世
界
的
な
経
済
危
機
に
と
も
な
い
、
日
本
経
済
も
低
迷
が
続
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い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
く
、
し
か
も
変
貌
の
激
し
い
社
会
の

経
済
情
勢
の
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
当
市
に
お
い
て
は
、
合
併
後
の

新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
合
併
に
よ
る
財

政
支
援
等
を
活
用
し
、
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
、
医
療
の
充
実
を
図

る
た
め
の
病
院
建
設
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
環
境
対
策
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
教
育
・
文
化
の
充
実
と
い
っ
た
重
要
な
政
策
に
対
応
し
、

新
市
時
代
の
創
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
、
将
来
に
向
け
た

強
固
な
行
財
政
基
盤
を
作
り
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
最
重
要

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
現
在
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

の
方
々
や
有
識
者
、
さ
ら
に
は
地
元
関
係
者
等
に
よ
る
「
上
野
原
駅

周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
会
議
や
視
察
を
重
ね
、
一
歩
ず
つ

市
民
の
皆
様
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
中
で
、
山
梨
県
の

東
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
緑
豊
か
な
魅
力
あ
る
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
礎
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
も
関
心
と
期
待
の
高
い
市
立
病

院
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
地
域
医
療
の
充
実
を

目
指
し
、
関
係
各
所
と
調
整
を
し
て
い
く
な
か
で
、
新
病
院
建
設
の

着
工
に
と
り
か
か
り
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
確
実
に
、
具
体
策
を
お
示
し
し
、
危
機
感
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
私
も
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

参
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
厳
し
い
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
、

す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市役所からみた市内の風景
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《
趣
旨
》

市
で
は
、
平
成
22
年
5
月
に
策
定
し
た

「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」
で
、
駅

周
辺
の
将
来
像
を
「
桂
川
を
の
ぞ
む
景
観
の

中
で
、
人
の
賑
わ
い
や
温
か
み
を
感
じ
る
ま

ち
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
は
、

そ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
整
備
方
針
を

具
体
化
し
、
駅
周
辺
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

り
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

《
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
期
間
》

1
月
17
日
（
月
）
〜
2
月
16
日
（
水
）

※
基
本
計
画
（
素
案
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
駅
周
辺
整
備
推
進
課
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
提
出
方
法
》

持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
駅
周
辺
整
備
推
進
課
、
秋
山
支
所
、

各
出
張
所
に
用
意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様

式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
提
出

さ
れ
る
方
の
住
所
・
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
所
在
地
・
名
称
）、
電
話
番
号
等
、

《
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
》

市
で
は
、
上
野
原
駅
周
辺
の
交
通
量
調
査
の
実
施
や
地
元
関
係
者
等
勉
強

会
を
開
催
し
な
が
ら
、「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」
で
協
議
を
重
ね
、

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
で
は
、
上
野
原
市
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
素
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
（
素
案
）
お
よ
び
連
携
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《パブリック・コメントとは？》

パブリック・コメント制度は、市の基本的な計画や施策などを策定する過程に
おいて公表し、市民のみなさん等から広くご意見をいただき、市は提出いただい
たご意見を参考にしながら施策等を策定していく制度です。
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上野原駅周辺整備基本計画（素案） 
　　 

 

　 

上野原市地域公共交通総合連携計画（素案） 
　　 

 

　 

上野原市地域公共交通総合連携計画（素案） 
　　 

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
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月日

1月19日（水）

1月20日（木）

1月21日（金）

1月24日（月）

1月27日（木）

2月 1日（火）

2月 2日（水）

2月 3日（木）

2月 4日（金）

時間

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

対象地区

島田

秋山

上野原

巌

大目

甲東

大鶴

棡原

西原

会場

島田コミュニティセンター

秋山公民館1階講堂

もみじホール2階会議室2

四方津公民館2階小ホール

大目出張所2階多目的ホール

甲東出張所2階コミュニティホール

ＪＡクレイン大鶴支店2階

ふるさと長寿館2階研修室

西原公民館3階多目的ホール▲上野原駅構内から線路上を

視察する様子

《
趣
旨
》

地
域
公
共
交
通
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
市
が
設
置
し
た
「
上
野

原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
で
は
、

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

（
素
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
連

携
計
画
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
即
し
た
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
、
基
本

的
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

《
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
期
間
》

1
月
17
日
（
月
）
〜
2
月
16
日
（
水
）

※
連
携
計
画
（
素
案
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
生
活
環
境
課
、
秋
山
支
所
お
よ

び
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

《
提
出
方
法
》

持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
生
活
環
境
課
、
秋
山
支
所
、
各
出
張

所
に
用
意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様
式
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
提
出

さ
れ
る
方
の
住
所
・
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
所
在
地
・
名
称
）、
電
話
番
号
等
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
て
い
ま
せ

ん
。

※
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お
願
い
し
ま

す
。
他
の
言
語
で
提
出
す
る
場
合
は
、
日

本
語
訳
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ
れ
た
住

所
・
氏
名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
公

開
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容

ご
と
に
整
理
し
た
う
え
で
、
市
の
考
え
方

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

《
提
出
先
》

・
直
接
持
参
、
郵
送
の
場
合

〒
4
0
9-

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
生
活
環
境
課

宛
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
30
―

2
0
4
1

・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seikatsu@
city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
て
い
ま
せ

ん
。

※
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お
願
い
し
ま

す
。
他
の
言
語
で
提
出
す
る
場
合
は
、
日

本
語
訳
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ
れ
た
住

所
・
氏
名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
公

開
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容

ご
と
に
整
理
し
た
う
え
で
、
市
の
考
え
方

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

《
提
出
先
》

・
直
接
持
参
、
郵
送
の
場
合

〒
4
0
9-

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
駅
周
辺
整
備

推
進
課
宛

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
62
―

1
0
8
6

・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ekishuhen@
city.uenohara.lg.jp

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画（
素

案
）の
地
区
説
明
会

市
で
は
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）の
地
区
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
駅
周
辺
整
備
推
進
課
駅
周

辺
整
備
推
進
担
当
（
蕁
62
―

3
1
9
1
）

上野原駅周辺整備基本計画（素案）の地区説明会

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
（
素
案
）



対 象 者

①事業所得、不動産所得、譲渡所得、2か
所以上から受ける給与、給与の他に20
万円を超える所得がある方、および給
与収入が2,000万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者
で源泉徴収された税金が過納の方
（還付の確定申告）

③収入があったが、上記①、②の所得税
申告者にも、下記⑤にも該当しない方
（確定申告をする方は必要ありません）。
④収入がなく、だれの扶養にもなってい
ない方。（扶養者が上野原市以外にお住
まいの方は、申告してください）
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収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・地震保険・旧長期損害保険の支
払証明書、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の支払額のわかるもの、国民
年金保険料等の支払いをした旨を証明する書類、印鑑および本人の口座がわかるものなど。
※平成22年中の転入者で給与所得のある方や20歳以上の学生などに申告書が届く場合もありま
すが、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市民税・県民税の申告書の裏面に勤務
先や学校名（学年）等を記入して提出してください。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。
大月税務署【http://www.nta.go.jp/tokyo/guide/zeimusho/yamanashi/otsuki/index.htm】
※国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】では、確定申告に必要な各種情報等を提供して
います。

・ホームページ内の「確定申告書等作成コーナー」で入力した申告書データ（贈与税は除く）
に電子証明書等を添付して、そのまま送信（提出）できるeｰＴax（イータックス）がありま
す。eｰＴaxをご利用いただくためには、所定の手続きが必要ですので国税庁ホームページを
ご覧ください。

・また、「確定申告書等作成コーナー」で入力し、プリントアウト（白黒可）した確定申告書
等は、そのまま税務署に提出することができます。

・なお、国税庁ホームページでは、確定申告書のほかにも税務に関する主な行政手続きについ
ての申請・届出書様式を掲出していますのでご利用ください。

申告のしかた
申告用紙が税務署から郵送された方、および

郵送されていないが左記の①または②に該当す
る方は、2月16日から3月15日までの間に大月税
務署で申告してください。（②の還付申告は、2
月16日以前でも構いません。）なお、営業などの
青色申告を除く所得税の申告（確定申告）につい
ては、市民税・県民税の申告会場でも受け付け
ますので、ご利用ください。

前年度の申告の状況により、該当すると思わ
れる方に申告用紙を郵送しますが、市役所税務
課にも用意してありますので、左記の対象区分
に該当する方は、次ページに記載してある申告
会場で、3月15日までに申告してください。

区 分

確 定 申 告 が
必 要 な 人

市民税・県民税
（国民健康保険
税・介護保険
料・後期高齢者
医療保険料）の
申告が必要な人
申告の必要が
な い 人

対象者および申告の方法

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されている
方（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありません。

申 告 に 持 参
す る も の

そ の 他

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
は
、
個
人
が

1
年
間（
平
成
22
年
中
）に
得
た
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

3
月
15
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
以
外
で
下
表

①
〜
④
に
該
当
す
る
方
は
必
ず
申
告
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

申
告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を
し
た
場

合
は
、
加
算
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当
す
る
方

で
申
告
が
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
、
高
額
療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯

の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
告
は
お
早
め
に

期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混
雑

し
て
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
告
は
お
早
め
に

　
　
　

所
得
税
、
市
民
税
・

　
　
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

申
告
は
お
早
め
に

　
　
　

所
得
税
、
市
民
税
・

　
　
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
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※『確定申告書作成相談会』のお知らせ
●日　時 2月1日（火）午前10時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※『税理士会が行う無料申告相談会』のお知らせ
●日　時 2月17日（木）、2月18日（金）午前10時～正午、午後1時～3時
●場　所 もみじホール会議室2

※『税理士による年金受給者および給与所得者に対する無料相談会』のお知らせ
●日　時 2月22日（火）午前10時～午後4時
●場　所 もみじホール会議室2
※土地、建物および株式などの譲渡所得のある場合はご遠慮ください。

受付日

2/15
（火）

2/16
（水）

2/17
（木）

2/18
（金）
2/21
（月）

2/22
（火）

2/23
（水）
2/24
（木）
2/25
（金）
2/28
（月）

該 当 地 域
奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、八
米、山風呂、向風

新一、新二

本一、本二、本三

原、田町、新田倉、
鶴川、大曽根、小倉、
大倉、大曽根陽光台、
上野山、日野、大椚
羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

仲山・大椚、八ツ沢、松留

他の会場で申告できな
かった方（大目、甲東、
巌、大鶴）
他の会場で申告できな
かった方（島田、棡原、
西原、秋山）
他の会場で申告できな
かった方（上野原）
他の会場で申告できな
かった方（全地区)
他の会場で申告できな
かった方（全地区)

市民税・県民税申告受付（相談）会場日程表
受付日

3/1
（火）

3/2
（水）
3/3
（木）

3/4
（金）

3/7
（月）

3/8
（火）

3/9
（水）

3/10
（木）

3/11
（金）
3/14
（月）
3/15
（火）

受 付 時 間

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所
西原出張所

ふ る さ と
長 寿 館

市 役 所
甲東出張所

島田コミュニ
ティセンター
島田コミュニ
ティセンター

市 役 所
大目出張所

コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
市 役 所
巌 出 張 所
秋山公民館
講 堂

該 当 地 域
初戸、腰掛、田和・上平、
藤尾、中群、扁盃、川通

飯尾、下城、郷原、原

沢渡、大垣外、小伏、
井戸
尾続、用竹、椿、猪丸、
日原
芦垣、和見、瀬渕、東区
西区、棚頭、荻野、
野田尻
上新田、中新田
下新田
西区、駒門
東区、南区、田野入
日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋
犬目、恋塚、談合坂、
新田、谷後、日留野、
大田、大沢、矢坪
コモアしおつ1丁目
コモアしおつ2丁目
コモアしおつ3丁目
コモアしおつ4丁目
奥平、川合、千足、仲居
牧野、当月、久保、杖突・栃穴

秋山地区

受 付 時 間

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。
※会場の混雑を避けるため、収入・必要経費の明細および医療費の領収書等は、
あらかじめ計算し、整理しておいてください。

●問い合わせ

・税理士による相談会については 東京地方税理士会大月支部事務局（蕁0555－22－8481）
・市民税・県民税については 税務課課税担当（蕁62－3113）
・所得税・消費税については 大月税務署（蕁22－3151）

申告は自分で書いてお早めに
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投
票
日

平
成
23
年
1
月
30
日
（
日
）

選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
資
格
者
に
つ
い
て

次
の
要
件
を
満
た
す
人
を
基
準
日
（
平
成

23
年
1
月
22
日
）
現
在
で
名
簿
に
登
録
し
ま

す
。

・
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
の
日
本
国

民
で
あ
る
こ
と
（
平
成
3
年
1
月
31
日
以

前
生
ま
れ
の
人
）

・
引
き
続
き
3
か
月
以
上
、
上
野
原
市
の
区

域
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
平
成
22

年
10
月
22
日
以
前
に
上
野
原
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

※
山
梨
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
は
、
平
成
22

年
10
月
12
日
以
降
に
市
か
ら
県
内
の
他
市

町
村
に
転
出
し
た
人
は
、
上
野
原
市
に
お

い
て
投
票
資
格
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
速
報

選
挙
期
日
の
午
後
9
時
30
分
か
ら
山
梨
県

知
事
選
挙
、
上
野
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
順
に
開
票
を
行
い
ま
す
。
上
野
原
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
票
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.city.ueno

hara.

yam
anashi.jp

/

入
場
券
発
送

山
梨
県
知
事
選
挙
お
よ
び
上
野
原
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
入
場
券
が
有
権
者
の
み
な

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
の
は
、
1
月
24
日

（
月
）
以
降
に
な
り
ま
す
。

入
場
券
が
届
く
前
に
期
日
前
投
票
を
さ
れ

る
方
は
、
入
場
券
が
な
く
て
も
、
本
人
確
認

の
う
え
投
票
で
き
ま
す
。

平
成
23
年
2
月
12
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
上
野
原
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
平
成
23
年
2
月
16
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
山
梨
県
知

事
選
挙
を
公
職
選
挙
法
第
1
1
9
条
第
1
項
の
適
用
に
よ
り
同
日
に

実
施
し
ま
す
。

山
梨
県
お
よ
び
上
野
原
市
の
未
来
を
築
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
上

野
原
市
民
と
し
て
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選挙管理委員会から
お知らせ

投票しよう！
あなたの一票が未来を変える
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名称
大目出張所
大目小学校
犬目公民館
棚頭集会所
旧甲東小学校
甲東小学校和見分校
第5部器具置場
沢松小学校
牧野つどいの家
奥平集会所
川合会館
千足つどいの家
大倉集会所
大鶴小学校
大鶴地区体育会卓球場
島田コミュニティセンター
田野入集会所
新一区集会所
上野原織物工業協同組合
上野原市役所
第三部消防会館
農業構造改善センター
尾続集会所
用竹公民館
棡原小学校
小伏多目的集会施設
井戸農業ふれあいの家
沢渡集会室
初戸多目的集会施設
旧西原小学校六藤分校
旧西原小学校
飯尾区民会館
四方津小学校
旧桜井小学校
秋山中央公民館安寺沢分館
秋山公民館
秋山小学校
旧浜沢小学校

投票区名
投 票 所

第1投票区
第2投票区
第3投票区
第4投票区
第5投票区
第6投票区
第7投票区
第8投票区
第9投票区
第10投票区
第11投票区
第12投票区
第13投票区
第14投票区
第15投票区
第16投票区
第17投票区
第18投票区
第19投票区
第20投票区
第21投票区
第22投票区
第23投票区
第24投票区
第25投票区
第26投票区
第27投票区
第28投票区
第29投票区
第30投票区
第31投票区
第32投票区
第33投票区
第34投票区
第35投票区
第36投票区
第37投票区
第38投票区

所在地
大野1261
大野4013
犬目869
野田尻2015
桑久保1602
和見955
芦垣949
八ツ沢12
四方津357
四方津1885
川合3615
川合2477
大倉782
鶴川1571
大椚330
鶴島5433
鶴島4467
上野原510
上野原1636
上野原3832
上野原4679
上野原7812
棡原710
棡原2747
棡原7234
棡原5730
棡原4250
棡原10750
西原253
西原2498
西原6996
西原6123
コモアしおつ2－13－1
秋山3325
秋山1039
秋山7125
秋山8674
秋山11863

地区名
日向、花坂、東大野、西大野
高橋、南米沢、谷後、日留野、大田、大沢、談合坂
恋塚、犬目、新田、矢坪
棚頭
瀬渕、東区、西区、荻野、野田尻
和見
芦垣
仲山・大椚、八ツ沢、松留
牧野、当月、久保、杖突・栃穴
仲居、奥平
川合
千足
大倉
鶴川、上野山、大曽根、大曽根陽光台、小倉
大椚、日野
上新田、中新田、下新田、駒門、西区、南区、東区
田野入
諏訪、塚場、新一、新二
新三、本一、本二
本三、原、田町、新田倉、羽佐間、小沢東団地
小沢、小沢団地、西シ原、新井、山風呂、向風、八米
奈須部、先祖・丸畑
尾続
用竹
猪丸、椿、日原
小伏
井戸
大垣外、沢渡
初戸、川通のうち腰掛
藤尾、田和・上平、川通のうち中群
扁盃・下城、郷原、原、川通のうち平野田、阿寺沢
飯尾
コモアしおつ1丁目～4丁目
一古沢、富岡、金山、桜井、古福志
安寺沢
小和田、中野、神野
栗谷、大地、遠所、板崎、寺下
尾崎、原、浜沢、無生野

※
第
7
投
票
区
投
票
所
は
、
安
藤
誠
宅
か
ら

第
5
部
器
具
置
場
（
芦
垣
消
防
庫
）
に
変

更
し
ま
し
た
。

投
票
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
山
梨
県
知
事

選
挙
お
よ
び
上
野
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
第
7
投
票
区

と
第
15
投
票
区
は
投
票
所
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
第
15
投
票
区
投
票
所
は
、
日
野
部
落
集
会

場
か
ら
大
鶴
地
区
体
育
会
卓
球
場
（
大
椚

卓
球
場
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

●問い合わせ

市選挙管理委員会（総務課行政防災担当内蕁62―3117）
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平
成
22
年
12
月
1
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
上
野
原
市
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生
活
で
抱
え
る
悩
み
を

相
談
で
き
る
相
手
の
ひ
と
り
で
す
。
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
み
な
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
悩
み
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
福
祉
事
務
所
や
学
校
等
と
連
携
を
図
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
や
健
全

育
成
活
動
等
、
子
ど
も
の
福
祉
に
関
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
が
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。（

敬
称
略
）

●
大
目
地
区

臼
井
淑
子（
日
向
、
花
坂
、
泉

ホ
ー
ム
）

羽
鳥
靖
男
（
東
大
野
、
西
大
野
）

梶
原
正
明
（
高
橋
、
南
米
沢
）

米
山
英
廣
（
矢
坪
、
新
田
、
談

合
坂
）

浅
井
功
知
（
谷
後
、
日
留
野
、

大
田
、
大
沢
）

岡
部
和
信
（
犬
目
中
、
下
、
安

達
野
）

富
田
一
雄
（
恋
塚
、
犬
目
上
、

上
ノ
山
）

●
甲
東
地
区

久
田
喜
久
雄
（
芦
垣
）

小
俣
郁
男
（
和
見
）

牧
野
伸
吾
（
東
区
、
瀬
渕
）

根
　
保
（
西
区
）

網
野
秀
行
（
棚
頭
）

志
村
義
夫
（
荻
野
）

和
智
柳
司
（
野
田
尻
）

●
巌
地
区

岡
部
泰
夫
（
仲
山
、
大
椚
、
八

ツ
沢
の
一
部
）

本
城
谷
眞
知
子
（
八
ツ
沢
）

長
尾
將
司
（
松
留
）

山
本
雅
子
（
松
留
）

岡
部
久
子
（
牧
野
、
栃
穴
、
杖
突
）

関
原
章
正
（
久
保
、
千
足
）

小
俣
　
晃
（
当
月
、
仲
居
）

天
野
昌
子
（
奥
平
下
）

加
藤
　
広
（
奥
平
上
）

萩
原
敬
子
（
川
合
）

西
出
百
合
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ

一
丁
目
）

今
　
友
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ
二

丁
目
）

城
　
君
枝
（
コ
モ
ア
し
お
つ
三

丁
目
）

松
本
泰
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ
四

丁
目
）

●
大
鶴
地
区

加
藤
智
恵
子（
鶴
川
、
上
野
山
）

木
田
永
子
（
大
椚
）

市
川
晴
一（
日
野
）

山
口
憲
男
（
小
倉
）

網
野
保
雄
（
大
倉
）

吉
房
紀
代
春
（
大
曽
根
、陽
光
台
）

●
島
田
地
区

加
藤
一
夫
（
上
新
田
）

山
口
文
子
（
中
新
田
）

岩
本
春
雄
（
下
新
田
）

深
沢
正
一
（
駒
門
）

井
上
典
子
（
西
区
）

井
本
克
二
（
東
区
）

大
月
佐
江
子
（
南
区
）

平
本
京
子
（
田
野
入
）

●
上
野
原
地
区

佐
藤
通
則
（
諏
訪
）

清
水
峰
子
（
塚
場
）

石
井
隆
夫
（
新
一
北
）

根
津
　
寛
（
新
一
南
）

辺
見
佳
子
（
新
二
）

棗
　
惠
子
（
新
三
）

小
林
孝
久
（
本
一
）

若
林
マ
サ
ノ
（
本
二
）

菅
野
　
賢
（
本
三
北
・
中
）

上
條
長
顴
（
本
三
南
）

清
水
正
幸
（
原
1
、
2
区
）

石
原
和
枝
（
原
３
、
４
区
）

加
藤
昭
夫
（
田
町
）

飯
島
廣
志
（
新
田
倉
）

山
口
正
文
（
羽
佐
間
北
）

川
幡
み
さ
を
（
羽
佐
間
南
）

石
川
康
夫（
小
沢
、
小
沢
東
、

小
沢
団
地
）

横
瀬
信
雄（
西
シ
原
）

由
村
ヨ
リ
子
（
新
井
）

臼
井
康
雄
（
八
米
）

佐
藤
善
康
（
向
風
、
山
風
呂
）

山
下
雅
一
（
奈
須
部
、先
祖
、丸
畑
）

●
棡
原
地
区

石
井
昭
夫
（
尾
続
）

網
野
藤
男
（
用
竹
）

石
井
明
文
（
井
戸
）

石
井
太
郎
（
小
伏
）

加
藤
正
文
（
椿
）

木
下
彜
夫
（
猪
丸
）

大
舘
正
造
（
日
原
）

廏
橋
史
子
（
大
垣
外
）

水
越
　
夫
（
沢
渡
西
）

大
久
保
幸
夫
（
沢
渡
東
）

●
西
原
地
区

長
田
勝
信
（
初
戸
）

歌
田
利
廣
（
藤
尾
）

舩
木
光
好
（
田
和
、
上
平
）

降
矢
元
良
（
川
通
）

岡
部
秋
男
（
扁
盃
、
下
城
）

卯
月
金
光
（
郷
原
）

武
原
久
二
（
原
）

奈
良
建
男
（
飯
尾
）

●
秋
山
地
区

加
藤
春
美
（
無
生
野
）

佐
藤
孝
延
（
浜
沢
、
原
）

杉
本
節
子
（
尾
崎
）

落
合
秀
光
（
寺
下
）

天
野
司
久
（
板
崎
）

佐
藤
れ
い
子
（
遠
所
）

安
留
あ
つ
子
（
栗
谷
、
大
地
）

井
上
宗
子
（
中
野
）

井
上
清
榮
（
神
野
）

佐
藤
壽
子
（
古
福
志
、
小
和
田
）

天
野
ト
シ
ヱ
（
桜
井
）

古
瀬
村
ツ
ヨ
子
（
富
岡
）

金
子
久
枝
（
一
古
沢
、
金
山
）

加
藤
　
明
（
安
寺
沢
）

●
主
任
児
童
委
員

富
田
明
子
（
上
野
原
地
区
）

小
俣
憲
子
（
上
野
原
地
区
）

佐
藤
淑
惠
（
上
野
原
地
区
）

原
田
敏
夫
（
秋
山
地
区
）

原
田
照
子
（
秋
山
地
区
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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市
で
は
、
第
6
回
上
野
原
市
駅

伝
競
走
大
会
を
1
月
16
日（
日
）に

開
催
し
ま
す
。
沿
道
の
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時

1
月
16
日（
日
）予
備
日
23
日

（
日
）午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
市
内
小
学
男
子
・
女
子
の
部
は

午
後
0
時
45
分
ス
タ
ー
ト

●
競
技
部
門

①
市
内
小
学
男
子
の
部

②
市
内
小
学
女
子
の
部

③
一
般
の
部

④
市
内
体
協
の
部

⑤
市
内
職
場
の
部

⑥
市
内
壮
年
の
部

⑦
中
学
男
子
の
部

⑧
中
学
女
子
の
部

●
コ
ー
ス（
各
中
継
所
通
過
予
想

時
間
）

・
競
技
部
門
①
・
②
＝
桂
川
河
川

敷
周
回
コ
ー
ス
（
鶴
島
側
河
川

公
園
内
）

・
競
技
部
門
③
〜
⑧
＝
牛
倉
神
社

前
〜
大
鶴
小
学
校
前（
午
前
10

時
40
分
ご
ろ
）〜
甲
東
出
張
所

前（
午
前
10
時
50
分
ご
ろ
）〜
矢

坪
橋（
午
前
11
時
ご
ろ
）〜
大
野

貯
水
池（
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
）

〜
旧
へ
そ
ま
ん
前（
午
前
11
時

25
分
ご
ろ
）〜
上
野
原
市
役
所

玄
関
前（
午
前
11
時
35
分
ご
ろ
）

●
選
手
へ
の
応
援
に
つ
い
て

・
事
故
防
止
と
走
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
警
察
、
交
通
安
全
協

会
お
よ
び
交
通
指
導
員
の
指
示

に
従
い
、
沿
道
で
の
応
援
に
つ

い
て
は
、
歩
道
等
の
安
全
な
場

所
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
伴
走（
走
者
応
援
の
た
め
コ
ー

ス
内
を
車
や
バ
イ
ク
等
で
通
行

す
る
こ
と
）や
車
輌
の
駐
停
車

は
コ
ー
ス
全
線
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
交
通
規
制

当
日
、
次
の
箇
所
で
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
午
前
10
時
15
分
ご
ろ
〜
10
時
35

分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他
の
部

ス
タ
ー
ト
時
）

・
国
道
20
号
新
町
二
丁
目
交
差
点

（
ハ
リ
カ
前
）〜
本
町
三
丁
目
交

差
点（
大
和
屋
薬
局
前
）

②
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
〜
10
時
50

分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他
の
部
）

・
市
道
八
米
鏡
渡
橋
線
　
鏡
渡
橋

手
前
入
口
〜
市
川
リ
ー
ス
横

③
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
〜
午
後
0

時
30
分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他

の
部
）

・
国
道
20
号
上
野
原
高
校
入
口

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局（
教
育
学
習
課

内
蕁
62
―

3
4
0
9
）

第6回上野原市駅伝競走大会

1 月 1 6 日 号 砲
午前10時30分（一般・その他の部）
午後 0時45分（小学の部）昨年のスタートの様子

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
、
教
育
委
員
会
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
12
月
3
日
に

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室
で
大
鶴
・

上
野
原
・
棡
原
地
区
の
保
護
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
が
出
席
す
る
な

か
、
決
定
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

《
学
校
等
配
置
再
編
成
の

実
施
時
期
》

平
成
24
年
4
月
に
上
野
原
小
学

校
の
施
設
を
使
用
し
、
再
編
成
を

行
い
ま
す
。

《
学
校
名
・
校
歌
・
校
章
等
》

平
成
26
年
4
月
の
再
編
成
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
島
田
小
学

校
と
の
最
終
的
な
再
編
成
の
際
、

新
た
に
制
定
し
ま
す
。

今
後
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
等
が

円
滑
に
新
し
い
学
校
生
活
に
移
行

で
き
る
よ
う
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。な

お
、
教
育
委
員
会
方
針
の
全

文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
教
育

委
員
会
学
校
適
正
配
置
推
進
課
、

秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
適
正
配
置

推
進
課
学
校
適
正
配
置
推
進

担
当
（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

B
グ
ル
ー
プ
（
大
鶴
・
上
野
原
・

棡
原
小
学
校
）
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
か
か
わ
る
、
各
地
区
聴

聞
会
・
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
多
く

教育委員会方針を決定

小学校Ｂグループ
（大鶴・上野原・棡原小学校）の

適正規模・適正配置
▲市立大鶴・上野原・棡原小学
校の適正規模・適正配置に関
する決定報告会の様子
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安
心
、
安
全
、
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
、
平
成
23
年
は
、
兎
年
で

す
。
う
さ
ぎ
と
言
い
ま
す
と
、
お

と
な
し
く
、
し
と
や
か
な
印
象
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

い
ざ
と
な
る
と
機
敏
に
動
き
回

り
、
大
き
な
跳
躍
力
も
兼
ね
備
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
さ
ぎ
の
耳

は
周
り
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ

う
に
長
く
、
小
さ
な
音
も
聞
き
逃

し
ま
せ
ん
。

私
は
市
長
と
し
て
3
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
ん
な
兎
年
の
新
年
に

あ
た
り
、
あ
ら
た

め
て
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
を
ひ
と

つ
も
聞
き
逃
す
こ

と
な
く
お
伺
い
し
、

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
市
政
運

営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
機
敏
に
動
き
、
今
年

一
年
が
市
に
と
り
ま
し
て
も
大
き

な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
全

身
全
霊
を
傾
注
し
取
り
組
む
決
意

で
す
。

私
は
、「
株
を
守
り
て
兎
を
待

つ
」
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
慣

習
や
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
市
民
本
位
の

安
心
、
安
全
、
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
、
着
実
に
進
め
る
覚
悟
で
い

ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

1
月
18
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

「女性に対する
暴力をなくす運動」

男女共同参画の取り組みのひとつに、女性に対する暴
力の根絶があります。毎年11月12日から25日までの2週
間は、全国各地で「女性に対する暴力をなくす運動」が
行われます。市民のみなさんは公共機関の掲示板に、こ
の運動のポスターが貼られているのにお気づきになりま
したか？
ところで、この運動の趣旨は、夫・パートナーからの

暴力、性犯罪、売買春、セクシャルハラスメント、スト
ーカー行為等女性に対する暴力が、女性の人権を著しく
侵害するものであり、“これらに悩む女性を生み出さな
い、暴力を許さない社会づくりに取り組もう”というも
のです。実際に女性が暴力の被害にあっていても、なか
なか表に出にくいものです。それは、暴力に悩む女性に
は次のような思いがあるからです。
・相談してもムダ
・自分さえ我慢すればいい
・他人を巻き込みたくない
・恥ずかしくて誰にも言えない
・話すことで思い出したくない
・相手の行為は愛情表現だ
・周りに知られたくない

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.53

このような思いを持っているため、自分ひとりでは解
決が難しいのです。
例えば、夫婦または恋人間での暴力の場合、暴力を振

るった後はとても優しくなり、今度は暴力はなくなるだ
ろうと思えてくるのです。その繰り返しで、ますます深
みに入り込んでいくのです。
私達の身近なところに暴力の被害にあっている女性が

いたら、相談を勧めましょう。
勇気を出して、相談することが、自分のためにも相手

のためにもなるのです。
《相談窓口》全国共通　　　　　（蕁0570－0－55210）

県　女性相談所　　（蕁055－254－8635）
県　ぴゅあ総合　　（蕁055－237－7830）

パープルリボン運動について
「パープルリボン運動」は、子どもや女性の暴力被害
者にとって、世界をより安全なものとすることを目的と
して、1994年、アメリカ・ニューハンプシャー州の小さ
な町で、近親姦やレイプの被害者によって始められたと
いわれています。
女性に対する暴力を許さない社会づくりに取り組んで

いる世界各地の個人や団体は、暴力の下に身を置いてい
る人々に勇気を与えようとの願いから、「パープル」を
シンボルカラーとして布リボンやバッチなどで「パープ
ルリボン」を広めています。現在では世界40か国以上に
広がっているそうです。

内閣府男女共同参画局ホームページより
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

▲女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク
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「骨粗鬆症外来」
整形外科医師　松原全宏、松山順太郎、重城保之
平成23年1月から毎週月曜日、火曜日の午後2時～4時

私は、東京大学医学部病院整形外科の松原全宏と申し
ます。今年10月から、同じ東大整形外科の医師2人と上
野原市立病院で月曜日と火曜日の外来を担当させていた
だいております。
さて、市民のみなさんの中には「歳をとって背中がま

るくなった」「背が低くなった」「腰が痛い」などの症状
をお持ちの方が、多いのではないでしょうか？実はそれ、
骨粗鬆症（こつそしょうしょう）が原因かもしれません。
骨粗鬆症は閉経後の女性に多くみられ、骨がスカスカに
なって弱くなり骨折しやすくなる病気で、加齢とともに
その患者数は増えていきます。特に骨折しやすいのは、
背骨・股関節・手関節です。はじめに書いた「背中がま
るくなる」「背が低くなる」というのは骨粗鬆症による
背骨の骨折が原因です。股関節の骨折は、手術法が開発

整形外科専門外来の案内

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

東大非常勤医師

後藤

桜井

※5

※6

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

須田
※4大野（時間制限）

初鹿

豊永

※7

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　1月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

東大非常勤医師

交代制

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※2

高橋

平良（予約）

高橋

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が横田医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳神経外科医が交替で診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※6 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※7 秋山診療所の金曜日は、第2・4週のみ横田医師の診療となります。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は12月20日現在の予定です。）
※秋山診療所の金曜日は、当面の間、第1・3・5週は休診となります。

される30年程前まで高齢者の寝
たきりの原因第1位にランキング
されていました。
このような骨粗鬆症ですが、

医学の進歩とともに骨を強くす
る薬などが開発され、治療が可
能な疾患となってきています。
しかもそれらの薬の効果はＷＨＯ（世界保健機構）によ
って格付けされており、世界標準の治療が存在します。
この機会にご自分の骨の強さを調べ、必要であれば世界
標準の治療をうけていただきたいと思います。
ちなみに私の母は「私は骨太だから！」となぜか骨に

自信を持っていたのですが、骨の検査をしてそれが過信
であったことに気づき、現在、薬の内服をして少しずつ
骨を強くしているところです。市民のみなさんにも「真
の骨太」になっていただきたいと思います。
「寝たきりゼロの上野原」をめざして頑張りましょう。

●問い合わせ 上野原市立病院（蕁62－5121）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
退
任
式

市
で
は
、
12
月
6
日
、
も
み
じ

ホ
ー
ル
で
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
退
任

式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
退
任
式
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任
期
が
3
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
3
年
に
一
度
行
わ
れ

る
一
斉
改
選
に
併
せ
て
行
う
も
の

で
す
。
今
回
は
、
59
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童

委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
退
任

者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
た

い
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
や
山
梨

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
お

年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
く

市
民
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
主

な
活
動
で
す
。
具
体
的
に
は
、
独

居
老
人
の
見
守
り
訪
問
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
の
虐
待
防
止
、
ま
た
、

地
域
の
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
に
よ
り
、
市
の
社

会
福
祉
や
地
域
社
会
が
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
一
斉
改
選
に
よ
り
退
任

さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
一
斉
改
選
に
よ
り

新
し
く
選
ば
れ
た
、
各
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任

児
童
委
員
は
、
広
報
1
月
号
10
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

 

上
野
原
市
食
生
活

改
善
推
進
委
員
会

上
野
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員

会
は
、
昭
和
44
年
に
発
足
し
、
現

在
は
、
会
員
数
123
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

会
員
は
、
地
域
に
住
む
食
生
活

改
善
推
進
員
養
成
講
習
を
修
了
し

た
方
で
西
原
地
区
を
除
く
各
地
区

で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

《
主
な
活
動
内
容
》

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
の
た
め
に
正
し
い
知
識

を
普
及
し
、
適
正
体
重
の
維
持

と
腹
囲
を
測
る
習
慣
を
推
進
す

る
。

②
子
供
か
ら
大
人
ま
で
各
年
代
に

合
っ
た
食
育
活
動
を
す
す
め

る
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
健
康

寿
命
の
延
伸
に
努
め
る
。

④
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
体
を
動
か

す
⑤
郷
土
料
理
を
普
及
さ
せ
る
。

平
成
22
年
度
は
、
夏
休
み
の
時

期
を
利
用
し
て
、
料
理
の
楽
し
さ

や
正
し
い
食
の
知
識
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
『
わ
く
わ
く
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室
』
を
実
施
し
、
大

勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
献
立
・
料
理
を
作
る
だ
け
で

な
く
、
子
供
た
ち
の
食
に
か
か
わ

る
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、

「
食
育
」
の
知
識
を
伝
え
る
た
め

に
食
材
に
つ
い
て
の
話
や
衛
生
面

の
部
分
か
ら
手
洗
い
に
つ
い
て
の

話
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
さ
れ
た
親
子
か
ら

は
、「
普
段
家
で
全
く
包
丁
を
持

た
せ
て
い
な
い
の
で
心
配
だ
っ
た

が
、
意
外
と
上
手
に
で
き
た
」、

「
友
達
と
料
理
が
で
き
た
こ
と
で

楽
し
く
参
加
で
き
た
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
8
日
・
9
日
に
は
、

糖
尿
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

や
、
糖
尿
病
を
予
防
・
改
善
す
る

た
め
に
必
要
な
食
生
活
の
改
善
・

運
動
の
実
施
に
つ
い
て
の
講
習
会

も
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
毎
年
、
駅
伝
大

会
で
豚
汁
を
作
る
お
手
伝
い
な
ど

市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員

会
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
て
か
ら
41
年
が
経

過
し
、
10
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
今
後
も

さ
ら
に
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
食

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

４
１
３
４
）

▲厚生労働大臣表彰受賞の
報告《市長室》

▲活動の様子

▲退任者のみなさん、ありがとうございました。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

0554－62－5121

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
上野原市立病院

送迎
一部あり

一部あり

なし

なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★乳幼児健診（1/4～2/10の予定）

※市立病院建設にともない実施場所等が未定のた
め、詳細については該当児にお知らせを郵送し
ます。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みくださ
い。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★女性特有のがん検診推進事業
女性特有のがん検診推進事業は、市が特定の年齢に

達した女性に対し子宮頸がん検診および乳がん検診の
「がん検診無料クーポン券」を配布し受診促進を図る
事業です。
詳しい内容は7月号広報でお知らせしていますが、

「がん検診クーポン券」の有効期限が平成23年2月28日
までとなっていますので、期限までに受診するようお
願いします。

★インフルエンザ予防接種費用の助成申請
◎対 象 者 生活保護受給者および非課税世帯の

方（全額助成）、65歳以上の方（自己
負担金1000円を除いた金額）

◎申請方法 市内開業医で接種する場合は、一旦医
院の窓口で接種費用を支払い、後日、
保健センターまたは市役所6番窓口、
秋山支所・各出張所で申請手続きを行
ってください。全額助成の対象の方で、
市立病院または県内の医院で接種する
場合は事前に申請手続きをお願いしま
す。

※詳しくは広報10月号の折込「新型インフルエンザ
ワクチン接種費用助成制度のお知らせ」をご覧い
ただくか、保健担当までお問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 1月24日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住で就学前のお子さんと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★麻しん・風しん混合予防接種はお早めに
今年度の麻しん・風しん（ＭＲ）第2～4期の対象者

で未接種の方は、早めの接種をお勧めします。
※平成23年4月1日以降に接種した場合は、全額自
己負担（1万円前後）になりますのでご注意くだ
さい。
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問い合わせ 
 
 

 

保健担当
電話 62-4134

 

  

 

午前

午後

午前

午後

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

2 歳 児

歯 科 健 診

幼 児

歯 科 検 診

実施日

2月 9日（水）
1月 7日（金）
1月25日（火）
2月 4日（金）
1月19日
（水）
1月19日
（水）

該当児

平成22年9月3日～10月24日生
平成22年2月16日～3月生
平成21年6月～7月15日生
平成19年8月16日～9月生
平成20年10月～11月15日生
平成20年11月16日～12月生
平成21年6月～8月生
平成19年10月～12月生

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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《
償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ
》

Ｑ
償
却
資
産
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
で
す
。

※
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
等
は

除
く

Ｑ
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

は
何
で
す
か
？

Ａ
1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個

人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

Ｑ
免
税
点
は
い
く
ら
で
す
か
？

Ａ
課
税
標
準
額
が
150
万
円
未
満
の

場
合
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

《
情
報
交
換
・
勉
強
会
》

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
19
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
2
階
防
災
会
議

室
（
会
議
室
Ｄ
）
西
側

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
の
た

め
、
空
き
建
物
を
探
し
て
い
ま

す
》

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開

設
を
目
指
し
て
、
空
き
建
物
を
探

し
て
い
ま
す
。

次
の
条
件
に
該
当
す
る
建
物
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
、
建
物
を

貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
市
内
（
上
野
原
福
祉
作
業
所
か

ら
自
動
車
で
30
分
以
内
で
行
け

る
場
所
）

・
一
戸
建
て
（
4
部
屋
以
上
、
リ

ビ
ン
グ
、
台
所
、
バ
ス
、
ト
イ

レ
付
、
家
賃
8
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

上
野
原
福
祉
作
業
所
（
蕁
63
│

4
7
2
5
）

小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
忘
れ
ず
に

上
野
原
市
内
で
各
種
事
業
に
用

い
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
地
方
税
法
第
383
条
の
規
定
に

よ
り
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
資

産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
毎
年
申
告
し
て
い
る
事
業
者

市
か
ら
申
告
書
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
事
業
者
・
今
ま
で
申
告

を
し
て
い
な
い
が
対
象
の
資
産

を
取
得
し
た
事
業
者

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
書

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限

1
月
31
日（
月
）

●
提
出
先

税
務
課
課
税
担
当

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
受
付
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

1
月
21
日（
金
）ま
で
に
申
告
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

末
日
ま
で
に「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で「
入
学
通
知

書
」が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平

成
22
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

1
月
26
日
は
第
57
回
文
化

財
防
火
デ
ー
で
す

昭
和
24
年
1
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
の
金
堂（
奈
良
県
斑
鳩

町
）が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

ま
し
た
。
昭
和
30
年
、
当
時
の
文

化
財
保
護
委
員
会（
現
在
の
文
化

庁
）と
国
家
消
防
本
部（
現
在
の
消

防
庁
）が
、
1
年
の
う
ち
で
最
も

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
が

1
・
2
月
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
1
月
26
日
を
文
化
財
防
火
デ

ー
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
・
震
災
、
そ
の
他
の
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化

財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
市
で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
文
化
財
保
護
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
た
め
に
広
報
活
動
や
調
査

お
よ
び
防
火
・
防
災
訓
練
等
を
実

施
し
ま
す
。
文
化
財
は
み
ん
な
の

財
産
で
す
。
協
力
し
て
災
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）、

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
に

関
す
る
お
願
い

市
で
は
、
適
正
な
課
税
を
行
う

た
め
、
所
有
さ
れ
て
い
る
家
屋
を

取
り
壊
し
た
と
き
や
、
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
名
義

を
変
更
（
売
買
、
相
続
、
贈
与
な

ど
）
し
た
と
き
は
、
市
税
務
課
へ

届
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
記
し
て
あ
る
家
屋
に

つ
い
て
は
、
滅
失
登
記
・
所
有
権

移
転
登
記
を
す
る
と
、
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
そ
の
旨
を
登
記
所

が
市
へ
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
届
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）
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の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
1
月
の
申
請
書
提
出
期
限

1
月
11
日（
火
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

市
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
㎝
を
超
え
た
場
合
、
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

道
路
の
路
線
数
が
886
本
と
多
く
、

通
行
量
の
多
い
県
道
・
市
道
を
優

先
し
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自

宅
周
辺
の
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
5
日（
水
）、
12
日

（
水
）、
19
日（
水
）、
26
日（
水
）、

2
月
2
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
の
排
除
雪
は
宅
内
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
道
路
に
持
ち
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

市
外
通
院
の
人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

で
す
。

区　　　分 日　　　時 場　　所 

児 童 巡 回 相 談  

児 童 家 庭 相 談 室  

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

市税収納・納税相談 

行 政 相 談 所  

障 害 者 出 張 相 談  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

13日（要予約　　　62ー3115） 

上野原老人福祉センター 
63-3444 

福祉課子育て支援担当 
62-1199 

もみじホール相談室 

午前  10：30 ～ 午後 3：00 

毎週木曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 
7日　21日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
2月6日 
午前 9：00 ～ 　　正　午 

午後 1：30 ～  4：00 

 
 

毎週日曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

毎週月・水・木曜日 
（祝日除く） 
 
 
　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　  

 
午前 8：30 ～ 午後 4：00 

 
 

 

63-5700 
0120-28-7830 

 

 

 

毎週月曜日～金曜日 
午前 8：30 ～ 午後 5：00 

 

 

 

  

 

もみじホール 
3階和室 

  

織物工業協同組合 
　63-3800 

税務課カウンター 
62-3113 

 

 

  

17日 

1月の相談日 

母 子 家 庭 相 談  毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当 
62-3115 午前 8：30 ～ 午後 5：00 

  

 

 

 

 市役所会議室Ｂ 

 
 

 

市役所会議室A 
 
 

午前 10：00 ～ 　　正　午 

市役所会議室B 
 
 

（祝日除く） 

（祝日除く） 

  

20日（要予約　　62ー3115） 

 

 
 

 

 

 

な
お
、
申
請
に
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

平
成
23
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
団
で
は
、
年
の

初
め
に
、
火
災
や
災
害
の
な
い
一

年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
信
頼

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
そ
の
成
果
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

1
月
9
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
ご
ろ

●
場
所

上
野
原
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
荒
天
時
は
上
野
原
中
学

校
体
育
館
）

●
内
容

消
防
活
動
尽
力
者
に
対

す
る
各
種
表
彰
と
上
野
原
分
団

の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
実
演
な

ど
●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶

務
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

▲昨年の除雪作業の様子

▲子育てプレイルームの様子
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上
野
原
警
察
署
か
ら

お
知
ら
せ

《
年
末
・
年
始
の

特
別
警
戒
取
締
り
》

上
野
原
警
察
署
で
は
、
1
月
5

日
（
水
）
ま
で
年
末
年
始
特
別
警

戒
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
年
末
年
始
に
な
る
と
、

路
上
強
盗
や
ひ
っ
た
く
り
、
空
き

巣
等
の
侵
入
犯
罪
、
金
融
機
関
や

深
夜
ス
ー
パ
ー
等
を
狙
っ
た
強
盗

事
件
等
が
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
日
常
生
活
に

隙
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
家
庭
や

職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
主
防
災

意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

《
1
月
10
日
は
110
番
の
日
》

上
野
原
警
察
署
で
は
、
毎
年
1

月
10
日
を
「
110
番
の
日
」
と
し
て
、

「
い
ち
早
く
、
急
が
ず
慌
て
ず
、

冷
静
に
」
を
合
い
言
葉
と
し
て
、

正
し
い
110
番
通
報
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

110
番
通
報
は
、
携
帯
電
話
、
一

般
加
入
電
話
な
ど
か
ら
、「
110
」

と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
市
内
ど
こ

か
ら
で
も
警
察
本
部
の
通
信
指
令

室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
信
指
令
室
で
は
、
担
当
警
察

官
が
「
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
、

犯
人
は
、
負
傷
者
は
、
あ
な
た
の

住
所
、
氏
名
」
な
ど
を
お
尋
ね
し

ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
お
話
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
い
た

ず
ら
電
話
、
間
違
い
電
話
が
あ
り

ま
す
。
い
た
ず
ら
電
話
は
、
緊
急

の
事
件
・
事
故
な
ど
の
通
報
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

※
緊
急
を
要
し
な
い
相
談
は
、
上

野
原
警
察
署
、
最
寄
り
の
各
駐

在
所
、
ま
た
は
警
察
本
部
総
合

相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
警
察
本
部
総
合
相
談
室
は
、
電

話
「
♯
9
1
1
0
」
に
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
上
野
原
警
察
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
》

1
月
15
日
〜
21
日

《
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
》

1
月
17
日

平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し

た
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
で
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
よ

り
多
く
の
被
災
者
の
生
活
が
支
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
毎
年
1
月
15
日
〜
21
日
は
、

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

1
月
17
日
は
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
災

害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自

主
的
な
防
災
活
動
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
自
ら
行
動
し
、
お
互

い
が
助
け
合
う
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
防
災
ア
ド
バ
イ
ス

・
非
常
持
出
品
と
非
常
備
蓄
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
、
道
順
、
家
族
と
の

連
絡
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

・
家
具
、
家
電
製
品
等
は
、
転

倒
・
落
下
防
止
器
具
で
固
定
し

ま
し
ょ
う
。

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7

1
」
の
使
い
方
を
覚
え
ま
し
ょ

う
。

・
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に

は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

若
者
へ
の
就
職
支
援
を

強
化
し
ま
す

厚
生
労
働
省
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
は
、
就
職
を
控
え
た
学
生
お
よ

び
学
校
卒
業
後
も
就
職
活
動
を
続

け
る
方
に
対
す
る
き
め
細
か
な
就

職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

《
学
校
卒
業
後
も
就
職
が
決
ま
っ

て
い
な
い
方
を
雇
用
す
る
事
業

主
へ
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
》

■
三
年
以
内
既
卒
者
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
奨
励
金

・
学
校
卒
業
後
3
年
以
内
の
方
を

初
め
か
ら
正
社
員
と
し
て
雇
い

入
れ
た
事
業
主
に
対
し
て
支
給

※
有
期
雇
用
（
3
か
月
後
）
1
人

月
10
万
円
支
給
。
正
社
員
雇
用

移
行
か
ら
3
か
月
後
に
50
万
円

支
給

■
三
年
以
内
既
卒
者
採
用
拡
大
奨

励
金

・
学
校
卒
業
後
3
年
以
内
の
方
を

初
め
か
ら
正
社
員
と
し
て
雇
い

入
れ
た
事
業
主
に
対
し
て
支
給

※
正
社
員
雇
用
で
の
雇
い
入
れ
か

ら
6
か
月
経
過
後
に
100
万
円
支

給
※
他
に
も
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
大
卒
・
高
卒
就
職
ジ
ョ
ブ
サ
ポ

ー
タ
ー
を
倍
増
し
ま
す
》

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
学

生
専
門
の
就
職
支
援
を
行
う
者
で

す
。
学
生
に
対
す
る
就
職
活
動
の

相
談
、
企
業
を
訪
問
し
て
の
求
人

開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

《
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設

置
し
ま
し
た
》

各
都
道
府
県
に
学
生
専
門
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設
置

学
生
お
よ
び
卒
業
後
も
就
職
活

動
を
続
け
る
方
を
対
象
に
、
担
当

者
制
に
よ
り
就
職
ま
で
の
一
貫
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
「
卒
業
後
3
年
間
は
新
卒
扱
い

に
」
青
少
年
雇
用
機
会
確
保
指

針
を
改
正
し
ま
し
た
》

こ
の
指
針
は
、
事
業
主
が
適
切

に
青
少
年
の
募
集
お
よ
び
採
用
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
た
も
の
で
す
。
学

校
卒
業
後
3
年
間
は
新
卒
枠
で
の

採
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
経
済
団

体
等
に
要
請
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
月
（
蕁
22
―

8
6
0
9
）

山
梨
県
内
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

《
地
域
別
最
低
賃
金
》

・
山
梨
県
最
低
賃
金

1
時
間
6
8
9
円

※
平
成
22
年
10
月
17
日
か
ら
適
用

《
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
》

・
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

1
時
間
7
8
9
円

※
平
成
22
年
12
月
24
日
か
ら
適
用

・
自
動
車
、
同
附
属
品
製
造
業

1
時
間
7
9
8
円

※
平
成
23
年
1
月
5
日
か
ら
適
用

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
賃

金
室（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2

8
5
4
）
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上
野
原
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
に

関
す
る
計
画
案
の
縦
覧

山
梨
県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
た
め
策
定

を
進
め
て
い
る
「
都
市
計
画
区
域

整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針

（
上
野
原
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
）」
の
計
画
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

ま
た
、
縦
覧
期
間
内
に
計
画
案

に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
策
定
経
過

等
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
縦
覧
》

●
期
間

1
月
6
日（
木
）〜
20
日

（
木
）
の
平
日
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

●
場
所

山
梨
県
県
土
整
備
部
都

市
計
画
課
、
山
梨
県
富
士
・
東

部
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建

築
課
、
市
建
設
課

《
意
見
書
》

●
提
出

縦
覧
期
間
内
に
、
意
見

の
要
旨
お
よ
び
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
載
し
た
書
面
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
　
1
月
20
日
（
木
）

午
後
5
時
15
分

●
提
出
先

山
梨
県
富
士
・
東
部

建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築

課
（
大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6

0
8
│

3
）

●
提
出
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

●
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.yam

ana
shi.jp/toshikei/index.htm

l

●
問
い
合
わ
せ

県
土
整
備
部
都

市
計
画
課
（
蕁
0
5
5
│

2
2

3
│

1
7
1
6
）

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
か
ら

お
知
ら
せ

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
若
い
母
子
家
庭
の
育
児
・
就

労
の
悩
み
を
聞
き
な
が
ら
、
励
ま

し
あ
う
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
子
ど
も
と
接
す

る
時
間
が
あ
ま
り
な
い
母
（
父
）

が
親
子
で
触
れ
合
う
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
多
数
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
　
会
長
　
梶
原
宅

（
蕁
63
―

1
4
8
5
）、
福
祉
課

子
育
て
支
援
担
当
（
蕁
62
―

3

1
1
5
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、「
危
険
物
取

扱
者
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》

●
試
験
日

2
月
13
日（
日
）

●
試
験
会
場

山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種（
全

類
）、
丙
種

●
願
書
受
付
期
間

1
月
5
日

（
水
）〜
13
日（
木
）（
土
日
祝
日

を
除
く
）

●
願
書
配
布

市
消
防
本
部
で
配

布
し
ま
す
。

●
願
書
受
付
場
所
　
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※
郵
送
可
（
〒
4
0
0
―

0
0
2

6
甲
府
市
塩
部
2
―

2
―

15
湯
村

自
動
車
学
校
内
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

巡
回
無
料
法
律
相
談
会
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、巡
回

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時

2
月
3
日（
木
）午
後
1

時
〜
4
時

※
受
付
は
、
午
後
3
時
30
分
ま
で

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
担
当
弁
護
士

4
名
（
山
梨
県

弁
護
士
会
所
属
）

●
相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土
地
等
の
賃
貸

借
・
交
通
事
故
・
損
害
賠
償
・
サ

ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど

※
時
間
的
な
制
約
か
ら
、
先
着
30

名
程
度
で
終
了
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
相
談
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関

係
書
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

弁
護
士
会
事
務
局
（
蕁
0
5
5

│

2
3
5
│

7
2
0
2
）

国土交通省では、迅速なリコールの実施やリコール隠し等の防止のため、
「自動車不具合ホットライン」を通じて、みなさんのお車に発生した不具合情報
を収集しております。お車に不具合が発生した際は、情報をお寄せください。
●問い合わせ 国土交通省「自動車不具合ホットライン」

フリーダイヤル（蕁0120－744－960）
※平日午前9時30分～正午・午後1時～5時30分

●自動音声 蕁03－3580－4434（年中無休・24時間対応）
●ホームページアドレス　http://www.mlit.go.jp/RJ/

11月23日に行われた平成22年度農林業
まつりにおいて、農林産物品評会へ出品
していただいた農作物の販売代金と緑の
募金の総額5万2309円は、社会福祉協議
会を通じて共同募金および緑の募金に寄
付しました。
ご協力ありがとうございました。

●問い合わせ

経済課農村地域づくり担当（蕁62－3119）

経済課からお知らせ

農
林
業
ま
つ
り
の
様
子

▲クリスマス会の様子

自動車の不具合情報をお寄せください

▲



広報うえのはら　No.71  20

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災

の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
軽
減
や
防

止
の
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。特

に
、
煙
式
警
報
器
は
、
火
災

の
発
生
に
と
も
な
う
煙
を
感
知
し

て
、
警
報
音
や
音
声
で
火
災
を
知

ら
せ
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

《
「
設
置
済
シ
ー
ル
」
の
配
布
》

市
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

団
、
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
平

成
22
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
か
ら

市
の
火
災
予
防
条
例
で
警
報
器
の

必
要
な
場
所
に
警
報
器
が
設
置
さ

れ
て
い
る
住
宅
（
世
帯
）
に
対
し

て
、
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、

自
治
会
等
が
実
施
す
る
設
置
状
況

の
調
査
時

に
「
設
置

済
シ
ー
ル
」

を
無
償
で

配
布
し
て

い
ま
す
。

※
調
査
後

に
配
布

す
る
地

区
も
あ
り
ま
す
。

《
設
置
場
所

（
条
例
で
必
要
な
場
所
）
》

・
寝
室
に
使
う
部
屋
に
設
置
し
ま

す
。

・
2
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、
階

段
の
上
部
に
も
設
置
し
ま
す
。

・
3
階
建
て
、
そ
の
他
の
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
警
報
器
の
購
入
》

警
報
器
の
購
入
は
、
信
頼
の
お

け
る
市
内
の
警
報
器
販
売
店
や
取

扱
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電

量
販
店
な
ど
で
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

が
つ
い
て
い
る
警
報
器
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。

《
悪
質
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
》

・
「
消
防
署
か
ら
の
依
頼
で
設
置

に
来
た
」
や
「
こ
の
警
報
器
で

な
い
と
ダ
メ
」
な
ど
と
強
引
に

購
入
を
勧
め
る
業
者
に
は
充
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
対
象
商
品
で
す
。

・
電
池
式
の
警
報
器
を
設
置
す
る
た

め
の
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
簡
単
に
設
置
で
き
ま
す
。

※
説
明
書
に
、
設
置
場
所
や
方
法

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
天
井
に
設
置
で
き
な
い
場
合
は

壁
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

納
入
の
お
知
ら
せ

市
税
務
課
か
ら
、
個
人
住
民
税

と
納
入
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

《
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
に
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務

が
あ
り
ま
す
》

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
は
、

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
徴

収
義
務
者
は
、
個
人
住
民
税
の
納

税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
の
給
与

か
ら
、
毎
月
、
個
人
住
民
税
を
特

別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
し
て
、

住
所
地
市
町
村
へ
納
入
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
ま
す
。

《
特
別
徴
収
制
度
は
、
従
業
員
に

と
っ
て
た
い
へ
ん
便
利
な
制
度

で
す
》

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

は
、「
従
業
員
が
個
別
に
納
税
の

た
め
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省

け
る
」「
住
民
税
の
収
め
忘
れ
や
、

納
税
に
よ
る
延
滞
金
が
発
生
す
る

心
配
が
な
い
」
な
ど
、
納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員
に
と
っ
て
、
た

秋山ゴム工業（株） （株）東製作所 荒井精機（株） 石原工業（株） （有）臼井製作所
（株）尾形製作所 （有）小俣製作所（有）兼坂鉄工 （株）協和製作所（株）協和富士 （株）光栄金型工業
（株）小鷹鉄工所 （有）小林製作所 （株）近藤製作所 （有）相模鉄工所 （有）坂本鉄工 （株）サワ
（株）三栄精器製作所（株）三幸精密 （株）三和 （株）新名製作所 （株）鈴木製作所 関本製作所
（合）辰美製作所 （有）中央金型 東紀製作所（株） （株）トーホー （有）トライアル （有）中野電機
中村製作所 （有）ニシ 日本蓄電器工業（株）（有）萩原製作所（株）波多野製作所 富士航空電子（株）
ホリメカニック ミヤ通信工業（株) （有）明和精工 （有）守屋精工 （有）八木製作所 （株）リョーサン

◇当組合では高度な技術でものづくりに挑戦する人材を求めております◇

い
へ
ん
便
利
な
制
度
で
す
。
ま
た
、

従
業
員
が
自
分
で
納
付
す
る
普
通

徴
収
は
、
原
則
と
し
て
年
4
回
の

支
払
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
特

別
徴
収
は
年
12
回
な
の
で
、
納
税

に
か
か
る
従
業
員
の
1
回
当
た
り

の
負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

《
年
間
税
額
が
24
万
円
の
場
合
》

・
普
通
徴
収
　
1
回
あ
た
り
の
納

税
額
6
万
円

・
特
別
徴
収
　
1
回
あ
た
り
の
納

税
額
2
万
円

《
特
別
徴
収
の
開
始
手
続
き
》

毎
年
1
月
末
ま
で
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
『
給
与
支
払
報
告
書
』

に
「
特
別
徴
収
」
と
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

上
野
原
町
誌
・
秋
山
村
誌

販
売
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
上
野
原
町
誌
・
秋
山

村
誌
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
上
野
原
・
秋
山

の
歴
史
が
つ
ま
っ
た
町
誌
・
村
誌

を
購
入
し
ま
せ
ん
か
。

購
入
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
金
額
　
各
1
万
円
（
町
誌
は
3

冊
1
セ
ッ
ト
）

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当
　
（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

▲設置済みシール
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

地域の雇用に貢献する
ものづくりパワーカンパニー

上上野野原原機機械械器器具具工工業業協協同同組組合合
〒409-0112山梨県上野原市上野原1636
ＴＥＬ0554-62-4252 ＦＡＸ0554-63-2435
Ｅ-Ｍail:uenohara5k@plum.ocn.ne.jp

独独立立行行政政法法人人　雇雇用用・・能能力力開開発発機機構構助助成成事事業業

中中小小企企業業人人材材確確保保推推進進事事業業

9月19日、群馬県民会館で第5回西関東吹奏
楽フェスティバルが開催され、上野原高等学校
が最優秀賞を受賞しました。また、10月10日、
府中の森芸術劇場で行われた第10回東日本吹
奏楽大会においても、実行委員長賞を受賞しま
した。上野原高等学校吹奏楽部は、この他にも、
第31回山梨県高等学校芸術文化祭吹奏楽発表
会で、芸術文化祭賞を受賞するなど、輝かしい
成績をおさめています。

第5回西関東吹奏楽フェスティバル最優秀賞受賞

西
関
東
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
　

バ
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
演
奏
の
様
子

高橋正仁さん

みどりの写真コンテスト県知事賞受賞第10回やまなし県民文化祭優秀賞受賞

10月10日、東京都豊島区で行われた、第11回東
京よさこいにおいて、甲斐風林火山が全国から集
まった113チームのなか、みごと東京都知事賞（グ
ランプリ）を受賞しました。
甲斐風林火山のみなさんは、この他の大会でも

優秀な成績を残しています。

第11回東京よさこい東京都知事賞（グランプリ）受賞

市
長
室
へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
　

甲
斐
風
林
火
山
の
み
な
さ
ん

山梨県緑化センターが実施した、第5回みどり
の写真コンテストで、上野原地区在住の高橋正
仁さんの作品「猿橋を渡る」が、風景部門で多く
の作品の中から見事、県知事賞を受賞しました。
高橋さんは、昨年も山の日写真コンテストで

最優秀賞を受賞しており、次回のコンクールで
も受賞が期待されます。

清水愛子さん

県や山梨県民文化祭実行委員会などが実施し
た、第10回やまなし県民文化祭美術展で、大
鶴地区在住の清水愛子さんの作品「風の子」が
見事、油彩の部で優秀賞を受賞しました。
なお、清水さんの作品は、市役所庁舎内にも

展示してありますので、庁舎にお寄りの際は、
ぜひご覧ください。

▲作品：「猿橋を渡る」▲作品：「風の子」

▲

▲



甲
東
地
区

織
田
乙
葉
お
と
は

（
益
弘
）

巌
地
区

蔦
木
日
南
ひ

な

（
宏
之
）、
奈
良
心
海
こ
こ
み

（
和
也
）

上
野
原
地
区

鷹
取
映
琉
は

る

（
昭
仁
）、
勝
田
梨
桜
菜

り

お

な

（
誠
）、
白
鳥
大
義
だ
い
き

（
義
孝
）、

久
保
音
純
お

と

（
洋
史
）、
石
井
凜
空
り

く

（
孝
典
）、
石
井
こ
は
る
（
洋
亨
）

西
原
地
区

舩
木
陸
斗
り
く
と

（
翔
太
）

秋
山
地
区

杉
本
雄
亮
ゆ
う
す
け

（
克
巳
）

上
野
原
地
区

畑
沢
昌
平
＝
市
丸
和

久
島
弘
典
＝
黒
田
美
希

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

現
在
の
科
学
で
は
血
液
を
人
工

的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

生
き
た
細
胞
な
の
で
長
期
間
保
存

す
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
こ
の
た

め
、
毎
日
必
要
な
量
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
冬
場
は

団
体
の
協
力
が
得
に
く
く
、
ま
た
、

体
調
を
崩
す
方
が
多
い
た
め
、
献

血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

甲
府
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
12
月

31
日
、
1
月
1
日
の
休
館
日
を
除

き
、
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
成
分
献
血
は
午
後
4
時
）の
間
、
献

血
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
梨
赤
十
字
に
よ
り
献
血
バ
ス
が

県
内
各
地
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い

生
命
を
救
う
た
め
に
も
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
バ
ス
予
定
表
は
、
山
梨
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
富
士
・
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
献
血
ル
ー

ム（
蕁
0
5
5
│

2
3
5
│

3
1

3
5
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

ひ
と
り
親
家
庭
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

県
で
は
、
平
成
23
年
4
月
に
小

中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
を
お

持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。
平
成
23
年
1

月
1
日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
受
給
資
格

・
県
内
に
在
住
し
て
い
る
。

・
平
成
23
年
4
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
を
養
育
し
、

生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
で
あ
る
。

・
平
成
22
年
度（
21
年
分
）の
所
得

税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
。

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い
。

●
支
給
額

児
童
一
人
に
つ
き
、

1
万
円

●
申
請
書
の
配
布

市
役
所
子
育

て
支
援
担
当
、
ま
た
は
富
士
・

東
部
保
健
福
祉
事
務
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

●
提
出
期
限

1
月
31
日（
月
）

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
児
童
生
保
担
当（
蕁
0
5
5

5
│

24
│

9
0
4
2
） 伝

　
　
言
　
　
板

婚

姻

上野原地区 鳥居 小誉
さ ほ

ちゃん（4歳5か月）
大慈
だいじ

くん　（2歳10か月）
泰彦さん智子さんの長女・長男

“元気が一番！！これでいいのだ。”
巌地区 相馬 心羽

ここは

ちゃん（1歳2か月）
辰也さん理恵さんの長女

“明るく笑顔で元気でネ！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



大
目
地
区

白
倉
元
之
（
純
子
）

甲
東
地
区

小
林
巖
（
勝
）

巌
地
区

星
裕
典
（
は
る
み
）、
岡
本
光
江

（
啓
子
）、
服
部
房
吉
（
幹
夫
）、

井
上
ゐ
ま
（
光
）

島
田
地
区

齊
藤
里
乃
（
斉
藤
弘
幸
）

上
野
原
地
区

五
味
美
智
子
（
重
　
）、
網
野
金
作

（
忠
明
）、
佐
藤
君
枝
（
朗
）、

小
俣
鐵
夫
（
登
喜
夫
）、
臼
井
豊
次

（
一
浩
）、
鷹
取
安
治
（
勇
）、

木
　
み
ど
り
（
悦
朗
）、
清
水
民
雄

（
明
雄
）、
小
佐
野
一
春
（
一
代
）

棡
原
地
区

水
越
久
光
（
久
世
）、
和
田
俊
作

（
直
之
）

西
原
地
区

宇
津
木
春
美
（
紀
正
）

秋
山
地
区

加
藤
い
ね
子
（
孟
公
）
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上
野
原
市
立
図
書
館 
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蕁 
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1 
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日 
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26  

死

亡

 
 ☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム 

　
　
　
　
　

朗
読
館
☆ 

 
 ☆
お
は
な
し
会
☆ 

●
声
の
広
報

市
立
図
書
館
に
は
、

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
広
報

う
え
の
は
ら
の
内
容
を
録
音
し
た

テ
ー
プ
（
声
の
広
報
）
を
お
い
て

い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読
の
会

の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ
れ
て
い

ま
す
。

一

般

書

◇
『
東
慶
寺
花
だ
よ
り
』

井
上
ひ
さ
し
／
著
　
文
藝
春
秋

「
ど
う
し
て
も
夫
と
別
れ
た

い
」
離
婚
を
望
み
、
決
死
の
覚

悟
で
駆
け
込
み
寺
に
や
っ
て
き

た
女
た
ち
。
け
れ
ど
も
そ
の
理

由
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
一
筋
縄

で
は
い
か
な
く
て
・
・
・
。

◇
『
エ
チ
ュ
ー
ド
』

今
野
敏
／
著
　
中
央
公
論
新
社

都
内
で
相
次
ぐ
無
差
別
殺
傷

事
件
。
警
察
は
衆
人
環
視
の
中
、

別
人
を
現
行
犯
逮
捕
す
る
と
い

う
失
態
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

◇
『

伏
　
』

桜
庭
一
樹
／
著
　
文
藝
春
秋

娘
で
猟
師
の
浜
路
は
、
江
戸

に
ば
っ
こ
す
る
人
と
犬
の
子
孫

「
伏
」
を
狩
り
に
兄
の
元
へ
や

っ
て
き
た
。
里
見
の
家
に
端
を

発
し
た
長
き
に
亘
る
因
果
の
輪

が
今
開
く
！
ち
っ
ち
ゃ
な
猟
師

の
女
の
子
の
命
を
賭
け
た
大
捕

物
◇
『
歌
舞
伎
町
セ
ブ
ン
』

誉
田
哲
也
／
著
中
央
公
論
新
社

歌
舞
伎
町
の
片
隅
で
町
会
長

の
高
山
が
死
体
で
発
見
さ
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
街
の

日
常
が
ず
れ
始
め
た
。「
歌
舞

伎
町
セ
ブ
ン
」
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
？

◇
『
バ
ウ
ド
リ
ー
ノ
』
上
・
下

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
／
著

堤
康
徳
／
訳
　
岩
波
書
店

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
養
子
と

な
っ
た
農
民
の
子
バ
ウ
ド
リ
ー

ノ
が
語
り
出
す
数
奇
な
生
涯
と

は
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
井
戸
の
中
の
虎
』
上
・
下

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン
／
著

山
田
順
子
／
訳
　
東
京
創
元
社

◆
『
青
い
一
角
の
少
年
』

西
沢
杏
子
／
作
　
小
松
良
佳
／

絵
　
角
川
学
芸
出
版

◆
『
ジ
ジ
の
エ
ジ
プ
ト
旅
行
』

ラ
ッ
シ
ェ
ル
・
オ
ス
フ
ァ
テ
ー

ル
／
作
　
風
川
恭
子
／
絵
　

文
研
出
版

◆
『
ド
ラ
ゴ
ン
は
キ
ャ
プ
テ
ン
』

茂
市
久
美
子
／
作
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
／
絵
国
土
社

◆
『
さ
ら
ば
シ
ッ
コ
ザ
ウ
ル
ス
』

服
部
千
春
／
作
　
村
上
康
成

／
絵
　
岩
崎
書
店

絵

本

○
『
ぼ
く
の
し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ
』

鈴
木
ま
も
る
／
絵
　

竹
下
文
子
／
作
　
偕
成
社

○
『
あ
か
ち
ゃ
ん
が

や
っ
て
く
る
』

ヘ
レ
ン
・
オ
ク
セ
ン
バ
リ
ー
／

絵
　
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ

ム
／
作
　
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

○
『
オ
オ
カ
ミ
グ
ー
の

な
つ
か
し
い
ひ
み
つ
』

み
や
に
し
た
つ
や
／
絵
　
き
む

ら
ゆ
う
い
ち
／
作
　
童
心
社

『
カ
ワ
ウ
ソ
親
子
の
冒
険
』

◎
日
時
　
１
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
20
分

午
後
2
時
〜
2
時
20
分

『
う
え
き
ば
ち
で
す
』
ほ
か

◎
日
時
　
１
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
く
じ
け
な
い
で
』

柴
田
ト
ヨ
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
１
月
16
日(

日)

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
真
田
十
勇
士
総
進
軍
』

◎
１
月
23
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
10
分

図
書
館
会
議
室

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
1
月
22
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

 
 ☆
子
ど
も
映
画
会
☆

 

 
 ☆
映
画
鑑
賞
会
☆ 

 

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

 
 ☆
親
子
文
芸
講
座
☆ 
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11月19日、大月税務署租税教育推進委員会では、
上野原中学校体育館で、第25回中学生による税金弁
論大会を開催しました。当日は、富士東部地域の中学
校の代表生徒12名が参加し、税金にかんする意見や
考えを気持ちを込めて述べていました。

その大根、買った～！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

11月23日、市では市役所センタープラザで平成22年度農林業まつり
を行いました。当日は、澄み切った青空のもと、農林産物の販売や酒まん
じゅうの配布などに大勢の来客者が集まり、農林産物の品評会や健康コー
ナー、囲碁ボールなどのイベントも人気を集めていました。
特に品評会で出品された農作物をオークション形式で売りだすせり売

りが好評で、来場者は大きな声で立派に育った大根や見栄えの良い里芋な
どを競り落としていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,758人 （－36）
男 ●13,389人 （－17）
女 ●13,369人 （－19）
世帯●10,015世帯（－ 5）
平成22年12月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●第25回中学生による税金弁論大会
市教育委員会および市社会教育委員会では11月21

日、もみじホールで平成22年度上野原市社会教育研
究大会を開催しました。当日は、山梨日日新聞社上野
原特別版記者の古屋賢二さんによる「私が見た上野原
の文化」と題した記念講演も行われました。

●平成22年度上野原市社会教育研究大会

11月28日、上野原市民合唱祭実行委員会では、も
みじホールで、第6回上野原市民合唱祭を行いました。
この合唱祭は、市内15団体が参加する合唱祭で、

子どもからお年寄りまで多くの参加者が、日ごろの練
習の成果を発表していました。

●第6回上野原市民合唱祭
12月11日・12日、四方津駅開設100年祭実行委

員会およびＪＲ東日本八王子支社では、四方津駅周辺
で四方津駅100年祭を行いました。会場では1000
人を超える来場者が訪れ、賑わいをみせました。また、
記念セレモニーでは、くす玉が割られました。

●四方津駅100年祭
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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